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 ３年生の子どもたちは、あまり植物の名前を知らな

い。正確には、植物名と実物がなかなか一致しない。

「ナズナ」や「ハコベ」といった植物の名前は知って

いて、時には図鑑で見る機会はあっても、実際に野外

で「その名前の植物として」確認した経験がないのだ。 

 
 この活動は、植物の特徴をよく見ながら、実際に野

外にある植物を正確に同定する必要がある。これは一

人の力では難しく、協働して関わってこそ成功する活

動である。 

 
 ２時間続きの理科とはいえ、実際に活動できるのは

せいぜい 40 分程度だ。限られた時間の中で、１５種

類もの植物を正しく同定して見つけ出すのは、なかな

か難しい。特に活動を始めて間もない頃は、なかなか

コツがつかめず、数種類を見つけてのが精一杯だった。 

 
 イタドリ広場には、クローバーの大群落がある。し

かし子どもたちは、クローバーとシロツメクサが同じ

植物とは思っていなかったようだ。ちょっと教えてあ

げると、夢中になって花や葉を採集していた。 

 
 シロツメクサ Trifolium repens はマメ科の多年草

で、繁殖力が強い。もとは貨物の緩衝材として「詰め

られて」いたので「白詰草」と呼ばれたらしい。 

 
 花の一つを拡大して見ると、美しい蝶形花で、まさ

しくマメ科の花の特徴とわかる。 


